
福利厚生課、公立学校共済組合、所属等が行うこと 受検者（教職員）が行うこと

7月上旬 (福利厚生課）各所属へストレスチェック実施案内通知

７月下旬 （各所属）福利厚生課へ対象者データを提出

8月27日～
   9月6日

（公立学校共済組合）実施開始数日前に各所属へ共済組合から個人宛の
「ストレスチェックＩＤ通知書」（圧着はがき：ID、パスワード記載）送
付
（各所属）送付されたハガキを教職員に配付

・所属の検診担当者等から、個人宛の「ストレスチェックＩＤ通知書」
　（圧着はがき：ＩＤ、パスワード記載）を受領し保管

9月9日～
  9月22日 ・ストレスチェックを行政パソコンや個人のスマートフォン等で受検

9月23日～
 9月29日

（福利厚生課）面接指導が必要と考えられる者をシステムに登録

9月30日～
 10月29日

（福利厚生課）面接指導申込者へ、福利厚生課保健師から
  メール等で連絡する
（希望の再確認、予約方法、問診票等準備物等について説明）

・受検者は再度システムにログインし、医師による面接指導要否の判定結果
を確認
・医師による面接指導が「要」となった方で面接指導を希望する場合は、シ
ステムで申込みを行う

・面接指導申込者には、福利厚生課保健師より面接受診方法等について個別
に連絡がある

面接指導
実施日

・面接指導申込者は、面接指導を受ける

　＊所属長に対して面接指導結果を通知

面接指導
実施後

（福利厚生課、所属、関係機関）本人の同意に基づき、ストレス相談の結
果報告により、必要に応じて医師に意見聴取をしたうえ、本人や人事労務
管理担当、所属長等で事後措置について協議し、可能な範囲で本人の心理
的負担の軽減を図る

・本人の同意に基づき、必要に応じて所属や福利厚生課、関係機関と事後措
置について協議

１２月
（福利厚生課）ストレスチェックの実施状況を確認し、改善点を
  整理
（福利厚生課）集団分析結果を確認

１月
（福利厚生課）総括安全衛生委員会において、実施方法、結果及び集団分
析結果について調査審議し、次年度の計画に活かす

２～３月 （福利厚生課）集団分析結果を各所属長（安全衛生管理者）へ通知

教職員ストレスチェックの流れ

実施時期
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